
令和５年度 印西市地域自立支援協議会 

生活・相談支援部会 事業実績報告 

 

生活・相談支援部会長：塚田 昌幸 

 

【相談支援部会開催実績】 

 第１回 印西市地域自立支援協議会 生活・相談支援部会 

     日時：令和５年５月１０日（水） 

     内容：今年度の相談支援部会重点施策の進め方について 

 第２回 印西市地域自立支援協議会 生活・相談支援部会 

     日時：令和６年３月１日（金） 

     内容：今年度の事業報告及び来年度の事業計画について 

 

【重点施策実施報告】 

①障害者虐待防止についての取り組みについて 

 〇研修名：障害者虐待防止研修 

・日 時：令和６年１月１９日（水） 

・場 所：印旛支所（ふれあいセンターいんば） 

・講 師：社会福祉法人 桐友学園 
 サポートセンター沼南 センター長 市岡 武 氏 

・内 容：障害者虐待防止に関する講義及びグループワーク 

     印西市虐待防止センターの周知 

・実 績：市内障害福祉サービス事業所職員３０名 

 

①＋②「障害者虐待防止・障害者差別解消」啓発チラシの配布について 

 〇「教育と福祉の連携」をテーマとして、市内小・中学校に在学している児童・生徒向 

  けに周知・啓発チラシを作成。PDF データとして送付した。 

 ・日  時：令和５年７月１２日（水） 

 ・配布方法：PDF データとして各児童・生徒へ送付 

 ・配布数：計１０，７０３名（市内小学校７，５６４名、市内中学校 ３，１３９名） 

 

②障害者差別解消（障害者理解）についての取り組み 

 〇令和５年度第１回特別支援連携協議会ネットワーク部会の開催及び印西市地域自立 

  支援協議会相談支援部会（障害者差別解消研修会）の開催 

 ・研 修 名：事例検討から学ぶ「障害者差別解消法等について」 

 ・日  時：令和５年７月２８日（金）１３時３０分～ 

 ・場  所：本埜公民館 

 ・講  師：元我孫子特別支援学校長 佐野 明彦 氏 

資料１ 



  ・開催方法：対面研修（グループワーク） 

  ・対 象 者：市内小・中学校、特別支援学校、幼稚園・保育園、福祉事業者職員 

  ・内  容：相談支援部会の中心テーマである「福祉と教育の連携」を目的として、 

   教育委員会指導課と生活・相談支援部会が協力し、教育分野及び福祉事業者を対象に 

   グループワーク事例検討を行った。 

  ・実  績：計５８名（教育関係者４３名、福祉関係１５名） 

 

 〇施設職員からの障害者虐待防止のため、印西市虐待防止センター協力によるアウトリ 

  ーチ型の研修活動を実施 

  ・研 修 名：印西市障害者虐待防止事業所訪問研修 

  ・費  用：無料 

  ・実施期間：令和５年４月～令和６年３月 

  ・対  象：市内障害福祉サービス事業所 

  ・内  容：印西市虐待防止センター職員が申し込みのあった事業所へ出張による 

     出前研修を実施 

  ・実  績：市内３事業所 約３８名 （きぼう印西、エマオ、いんば学舎・草深） 

 

③障がい児及び保護者等に対する取り組み 

 〇障害児通所事業所に向けての取り組みとして研修会を開催   

  ・研 修 名：障がい児における自閉症等の理解について 

（障害児支援に必要な基礎知識） 
  ・日  時：令和５年１１月２９日（水） 

  ・場  所：印旛支所（ふれあいセンターいんば） 

  ・講  師：千葉県立印旛特別支援学校 

       特別支援教育コーディネーター 勝田 真至 様 

  ・開催方法：対面研修（グループワーク） 

  ・対 象 者：市内障害児通所事業所 

  ・内  容：障がい児における自閉症等の理解について、基礎知識を中心に座学講 
        座形式で行った。  
  ・実  績：計２０名 

 

 〇ペアレント・トレーニングの開催 

  ・日  時：令和６年２月１７日（土）～令和６年４月１３日（土）全５回 

  ・場  所：いんば障害者相談センター（印西市基幹相談支援センター） 

  ・講  師：いんば障害者相談センター 職員２名（精神保健福祉士 公認心理師） 
  ・開催方法：対面研修（グループワーク） 

  ・対 象 者：市内在住で ADHD の診断若しくは、その傾向がある概ね５歳（年長）から 

        １０歳のお子さんの保護者 



  ・内  容：子どもの発達や子育てに不安や悩みを感じている保護者の方が子どもの 

        発達障がいの特性を理解し、より良い対処方法を身につけることを目的と

したグループでおこなうプログラムを開催。 

  ・実施のための研修受講： 

        全５回のペアレント・トレーニング指導者養成講座を実施者２名で受講 

  ・実  績：７名※定員５名 

 

 〇「いんざいこどもサポートガイド」の内容見直し及び発行・配布 

  ・発行部数：７００部 

  ・配 布 先：一般市民の他、教育委員会指導課、健康増進課等の関係機関 

 

④市内指定特定相談支援事業所のネットワーク構築に向けた取り組み 

〇第１回 相談支援事業所連絡会 

 ・日  時：令和５年１２月１８日（月）１３時３０分～１５時３０分 

 ・内  容：市内新規事業所案内、市内事業所情報交換、市内事業所担当地区割り 

       （千葉県相談支援従事者現任研修インターバル研修含む） 

 ・実  績：市内８事業所 １１名 

〇第２回 相談支援事業所連絡会 

 ・日  時：令和６年１月２９日（月）１３時３０分～１５時３０分 

 ・内  容： 事例検討 ２ケース 

       （千葉県相談支援従事者現任研修インターバル研修含む） 

 ・実  績：市内７事業所 １６名 

 

⑤精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に向けた取り組み 

  今年度の検討会も担当委員や部会員だけではなく、市内精神科病院の医療相談員家 

 族会の方にも参加していただき「精神科医療」について、かなり踏み込んだ意見交換 

 を行いました。地域包括ケアシステム構築について、１回目は、これまでの地域移行 

 支援の実績を基に、実践したケース対応の振り返り及び傾向と対策・改善点等につい 

 て意見交換を行いました。また、２回目は精神障害に特化した地域資源として市内事 

 業所の視察及び今後の支援連携強化に関する検討を行いました。 

 〇第１回 印西市精神包括ケアシステム検討会 

  ・日  時：令和５年９月２９日（金）１０時～１２時  

  ・場  所：いんば障害者相談センター 

  ・内  容：前回意見のあった内容の振り返り 

        地域移行支援実績から振り返る分析及び支援体制の構築検討 

  ・参加人数：９名 

 

 



 〇第２回 印西市精神包括ケアシステム検討会 

  ・日  時：令和６年２月２１日（水）９時３０分～１１時３０分  

  ・場  所：ふれあいサポートセンターいんざい 

  ・内  容：自立訓練（生活訓練）事業所との支援体制構築について 

  ・参加人数：８名 

 

⑥医療的ケア児（者）支援に向けた取り組み 

  障害福祉の総合相談窓口である基幹相談支援センターの「医療的ケア児コーディネータ 

 ー」に関するチラシを作成し、各医療機関及び障害福祉サービス事業所等の関係機関へ配 

 布及び周知を行いました。また、研修を受講した医療的ケア児コーディネーターが地域で 

 機能するために「人材育成のための取り組み」を重点的に行いました。 

 〇関係機関への周知について 

  ・成田赤十字病院 ・千葉リハビリテーションセンター 

  ・印西市訪問看護ステーション連絡会 ・印西市教育委員会  

  ・印西市中央保健センター ・印西市子ども発達センター 

  ・印旛特別支援学校 ・印西市障がい福祉課 ・印西ハーモニーの会 

   

 〇人材育成のための取り組み 

  【研修受講】 

  ・医療的ケア児等コーディネーター支援協会主催連続研修（９回） 

  ・小児在宅歯科医療講習会 主催：千葉県歯科医師会     

  ・重症心身障害児者及び医療的ケア児者への支援 主催：千葉県市町村職員研修会 

  ・静的弛緩誘導法を基盤とする障害の重い子の成長・発達の援助 主催：筑波大学 

  ・病院から地域へを考える 主催：松戸市障害者地域包括ケアネットワーク 

  ・今地震が起きたら どうする 〜何する 誰と連絡する 今後をどう計画する〜 

   主催：小児周産期連絡会（成田赤十字病院） 

  【ネットワーク構築】 

  ・医療的ケア児親の会（印西ハーモニーの会）参加（４回） 

  ・すくすくハウス柏見学及び情報交換 

  ・印旛特別支援学校医療的ケアコーディネーターとの情報交換 

  ・千葉県医療的ケア児等支援センターぽらりすとの情報交換及び地域課題の検討 

  ・松戸市ひろば（放課後等デイ）見学及び情報交換 

  ・重心さくら・なりた見学及び情報交換 

 

 

 

 

 



【まとめ】 

今年度は、コロナ禍の影響で停滞していた部会活動を可能な限り元に戻すことを意識して

取り組みました。その結果として、事業計画で掲げた重点施策を計画通りに進めることがで

きました。 

特に新規事業の「ペアレント・トレーニング」実施については、障害福祉計画にも位置付

けられている活動であることや、部会のテーマでもある「教育と福祉の連携」の視点からも

重点施策の中でも最重要施策として位置づけ、調整をしておりました。 

そのような中で最も需要な周知について、教育委員会と連携し校長会で直接各学校へ周知

できたことは、印西市地域自立支援協議会の啓発等も含めて大きな成果であるように思いま

す。引き続き、部会員を中心に地域の事業所等の関係機関と連携しながら、活発な部会活動

ができればと思っています。 

実施日 活動内容 重点施策 

令和５年５月１０日 第１回 印西市地域自立支援協議

会 生活・相談支援部会 

 

令和５年７月１２日 障害者虐待防止・障害者差別解消 

啓発チラシの配布について 

重点施策①＋② 

 

令和５年７月２８日 障害者差別解消（障害者理解）につ

いての取り組みについて 

重点施策② 

令和５年９月２９日 第１回精神障害にも対応した地域

包括ケアシステム構築に向けた取

組み 

重点施策⑤ 

令和５年１０月２６日 いんざいこどもサポートガイド 重点施策③ 

令和５年１１月１日 医療的ケア児コーディネーターに

関する周知 

重点施策⑥ 

令和５年１１月２９日 障害児通所事業所に向けての取り

組（研修会） 

重点施策③ 

令和５年１２月１８日 第１回相談支援事業所連絡会 重点施策④ 

令和６年１月１９日 印西市障害者虐待防止事業所研修 重点施策① 

令和６年１月２９日 第２回相談支援事業所連絡会 重点施策④ 

令和６年２月１７日～

令和６年４月１３日 

（全５回） 

ペアレント・トレーニング 重点施策③ 

令和６年２月２１日 第２回精神障害にも対応した地域

包括ケアシステム構築に向けた取

組み 

重点施策⑤ 

令和６年３月１日 第１回 印西市地域自立支援協議

会 生活・相談支援部会 

 

 


